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表－１ 広島県の汚水処理人口普及率の現状と整備目標

区　　分 汚水処理施設
平成15年度 平成16年度 平成25年度（目標）

処理人口（千人） 人口普及率（％） 処理人口（千人） 人口普及率（％） 処理人口（千人） 人口普及率（％）

集 合 処 理
公 共 下 水 道 1,786.5 62.3 1,814.6 63.3 2,046.2 73.0

農業・漁業集落排水 45.0 1.6 48.0 1.6 77.6 2.8

個 別 処 理
浄 化 槽（ 合 併 ）及 び
コミュニティ・プラント

305.4 10.6 318.6 11.1 362.9 12.9

合　　計 2,136.8 74.5 2,181.2 76.0 2,486.6 88.7

行政人口 2,869.6 － 2,868.3 － 2,803.0 －

①汚水処理施設別の各数値は四捨五入を行ったため、合計が合わないことがある
②汚水処理人口普及率＝汚水処理人口／行政人口（住民基本台帳人口）
参考）広島県「広島県の下水道2005（平成17年12月）」

浄化槽委員会 委員長　佐伯　光生
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表－２　浄化槽維持管理システム（処理対象人員20人以下の場合）
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環 境 省 浄 化 槽 推 進 室 長 通 知

中環審浄化槽専門委員会における議論について

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課浄化槽推進室が５月17日付で、各都道府県・政令市に通知した「中央環境審議会廃棄物・リサ
イクル部会浄化槽専門委員会における議論について」では、保守点検や清掃回数について具体的な考えを示し、年間３回以上の保守点検や年１回以上の清
掃作業を行う場合には、技術上の基準を踏まえつつその必要性と作業内容、料金を使用者に詳しく説明することなどを求めている。ここでは「浄化槽の維
持管理に係る業務の在り方」「国民への普及啓発の一層の推進について」「単独処理浄化槽対策」のうち、維持管理業務の在り方部分（抜粋）を紹介する。

第１　浄化槽の維持管理に係る業務の在り方

１．透明性・説明責任性の向上

浄化槽全般に関する理解の促進

住民は、浄化槽の維持管理等浄化槽にかかわる法令の内容についてのみなら

ず、浄化槽がどのようなものかについても十分な知識を有していない場合が多い

ことから、浄化槽を設置する前に、浄化槽の役割、維持管理やその必要性を説明す

ることが必要であるなどとされたこと。

また、水環境保全の必要性、市町村の生活排水対策の内容等についても説明を

行う方が住民の理解を得やすいとの意見があることから、これらについても説明

を行うことが望ましいと考えられること。

維持管理業者全般に関する情報の提供

住民が浄化槽の維持管理をどのような業者に委託すべきなのかについてわか

らないことが考えられることから、各業者は、自らの情報を提供することが必要

であるなどとされたこと。

委託後の維持管理業務に関する情報の提供

使用者等は、維持管理業者に業者がどのように業務を実施し、それが適切なの

かわからないことが考えられることから、委託を受けた各業者は、作業の必要性

及び内容を説明すべきであるなどとされたこと。

また、保守点検や清掃については、法定検査の結果等に応じて実施することが

必要であるとの意見があることから、指定検査機関等は、適切な保守点検や清掃

が行われるための情報を使用者等に提供することが望ましいと考えられること。

なお、適切な保守点検や清掃が行われているかどうかについては、法定検査に

おいて確認することができるものであることから、引き続き法定検査の実施率の

向上に努めることが望ましいと考えられること。

業務の連携

保守点検、清掃及び法定検査の連携が不十分であるため、使用者等にとって、

各々の業務の時期、内容、必要性やそれぞれの関係について理解しづらくなって

おり、使用者等の不信感を醸成することにもつながっていることから、業者間の

十分な連絡を図ることはもちろん、保守点検や清掃の作業内容・結果を指定検査

機関に集積することを検討することが必要であるなどとされたこと。

これによれば、上記の趣旨を踏まえた検討を行うとともに、浄化槽の保守点検、

清掃及び法定検査について、更に連携を深め、組織的な維持管理体制の整備を図

ることが望ましいと考えられること。

２．経済効率性の向上

保守点検

例えば、通常の使用状態において、保守点検業者が定められた期間中に１回を

超えて保守点検を行うことが使用者等に不信感や負担感を与えているのではな

いかとの意見があることから、このような場合には保守点検の技術上の基準を踏

まえつつその必要性と作業内容を詳細に説明すべきであり、定められた期間中に

１回を超えて保守点検を行うにもかかわらず当該基準に照らし説明できないこ

とは望ましくないと考えられること。

清　掃

例えば、適正量の汚泥等を引き出すとされているときにおいて、清掃業者が全

量の汚泥等を引き出すことが使用者等に不信感や負担感を与えているのではな

いかとの意見があることから、このような場合には清掃の技術上の基準を踏まえ

つつその必要性と作業内容を詳細に説明すべきであり、全量の汚泥等を引き出す

にもかかわらず当該基準に照らし説明できないことは望ましくないと考えられ

ること。

法定検査

法定検査は、多岐にわたる内容を対象としているが、これにかかる手間や費用

が大きいという意見があることから、法定検査の内容について、環境保全の観点

を踏まえつつも使用者等の負担を軽減する観点から、簡素化を検討することが必

要であるなどとされたこと。

３．環境保全を支えるための信頼性の向上

指定検査機関

平成17年の浄化槽法改正において、法定検査の結果により都道府県等が使用者

等への指導等の措置をとる仕組みが強化されたことから、指定検査機関の検査技

術や体制を確保することが重要であるなどとされたこと。

都道府県・市町村

使用者等に対し委託業者の業務の内容についても指導することが必要である

場合において、これらの指導を行わず、単に漫然と改善を指導することは望まし

くないと考えられること。
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事 業 所

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社

広報・広 　 環 　 協第23号 平成18年９月（4） 

開催要綱 ■大会式典

○大会式典：16：00 ～ 17：20

○会　　場：盛岡グランドホテル「ウエルカムプラザ」

■懇親会

○受付：16：30 ～ 17：20　○懇親会：17：30 ～ 19：30

○会場：盛岡グランドホテル「鳳凰」「瑞雲」「祥雲」

■方針

○受付：8：30 ～ 9：20　○方針：9：30 ～ 11：20

○会場：盛岡グランドホテル「ウエルカムプラザ」

■次第

総務部会

 部会長　永澤　良次

適正処理推進部会

 部会長　大西　　明

事業部会

 部会長　佐藤　　博

浄化槽部会

 部会長　立野　大輔

合理化新規許可対策部会

 部会長　黒瀬　栄治

質疑応答

■大会本会議

○本会議：11：30 ～ 12：30

○会　場：盛岡グランドホテル

　　　　　「ウエルカムプラザ」

１日目（10月19日）

２日目（10月20日）

第32 回全国環整連全国大会  in  IWATE

■開催の目的

私達は市町村の一般廃棄物処理計画に従い、適正処理を実施する責務

があります。さらに全国環整連浄化槽維持管理システムの実施により、

浄化槽の信頼性を高め、浄化槽が排水処理政策の柱として認知されるべ

く全力を傾注し、生活環境の保全と公衆衛生の向上を目指します。

■主催 全国環境整備事業協同組合連合会

■担当 全国環整連北海道・東北地区協議会（岩手県環境整備事業協同

組合）

■後援 環境省・岩手県・盛岡市・岩手県市長会・岩手県町村会

■会期 2006年10月19日・10月20日

■会場 盛岡グランドホテル

 〒020-8501　盛岡市愛宕下1-10　TEL.019-625-2111

■講演

○受付：11：00 ～ 12：50　○講演：13：00 ～ 15：45

○会場：盛岡グランドホテル「ウエルカムプラザ」

■演題

「環境浄化槽のすすめ－水環境革命－」

 参議院議員・元環境副大臣 弘友　和夫

「浄化槽法 省令改正と通知」

 環境省　廃棄物対策課長 関　荘一郎

「農集排施設経営と財政負担」

 農林水産省　地域整備課長 仲家　修一

「下水道経営と財政負担」

 国土交通省　下水道管理指導室長 姫野　和弘

来 年


